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論文要旨
（論題名『家永三郎の思想史的研究』）
家永三郎を研究する意義と目標
家永三郎（1913―2002）は、思想史学を中心とした幅広い学問領域での活躍や、著名な
教科書裁判そのほか民主主義の実現へ向けた社会実践で知られる学者・思想家・実践家で
ある。家永は存命中から多方面にわたって幅広く着目されてきた。またその業績の大きさ
ゆえに今後も必ず振り返られるべき人物として評価を受け続けるであろう。本研究はそう
した人物の全体像の把握をめざし、思想史的かつ実証史学的な視座に立って研究を試みよ
うとするものである。
家永の著作を読み解き、研究を進めていくと、家永の多様な仕事が、実は学問と人格と実
践との密接不可分の結びつきのもとで展開していることに気づく。たしかに、家永の主張は
各論に応じて展開されるので一見するとそれぞれのテーマで完結しているように見える。
しかしながら、多くの人々が関心を持つであろう「教科書裁判」という巨大なテーマでさ
え、家永の生涯においては、その蓄積のなかで表れた多様な行動のひとつであって、それ
を理解するためには家永の生涯を踏まえて考察しなければならないのである。もちろん、
こうしたことはいかなる学者・思想家・実践家においても多かれ少なかれ当てはまるもの
であるが、家永にあってはとりわけその関係性が強いことは留意すべき点であろう。
家永三郎は、生涯みずからの思想に忠実であった。またその思想はみずからの体験に対
する深い自己批判と深く結び付いていた。一九三〇年代初頭、家永は社会的関心から西南
ドイツの新カント派の理想主義の哲学に惹かれ、さらに救済への関心から親鸞と聖書にも
強い関心を示し、新カント派哲学を乗り越える形で彼岸・此岸の区分に立つ思想的境地に
到達する。その思想は田辺元の絶対弁証法を宗教理解に適用したもので、とくに理想主義
に対する否定（アンチテーゼ）的側面に力点を置いたことから、「否定の論理」と呼ばれる。
こうして確立した家永の思想であるが、その背景にはインテリゲンチャの思想世界があ
り、さらにその歴史的背景には満州事変前夜以降の日本の動きがあった。この思想的基盤
は、戦後に至り、政治が逆コースと呼ばれる方向を明瞭に取り始めたとき日本国憲法への
理解に結びつき、民主主義と人権の擁護、平和主義への希求となって新たな展開を支える
こととなる。これは一つの変容というべきものであったが、戦後の民主主義運動を支える
思想家として他に類例のない存在となって行くものであった。
家永のこの思想、そして思想に対する忠実さこそが自らが所属した東京教育大学におけ
る民主的制度実現に向けての努力、その大学が筑波移転をめぐる大きな対立・抗争の時代
を迎えて以降の身命を賭した闘争、そしてそれとほぼ時を同じくして提起し、長い年月に
わたって国家権力と対峙した教科書検定裁判の日々を支え続けたのである。
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家永三郎のこのような思想・人格そして学問的業績をまとめ、そこからどのような教訓
を引き出していくべきなのか。これは、今日大きな学問的課題となって提起されているの
ではなかろうか。このような人物の研究は、近代日本の思想を理解するうえで欠かすこと
のできないものであろうと思われる。 
本研究の課題と方法 
本研究では、家永三郎のこうした特質を十分に明らかにするため、特別な研究上の手続
きが必要であり、と考えた。家永の思想を可能な限り直接理解しようと試みた。家永が多
様な論点をめぐって提示した結論の当否を論ずることはいったん保留し、むしろ家永の結
論の当否を明確にするためにも、家永がどの時期に何を言おうとしたか、なぜそれを言わ
なければならないと考えたのか、そのために何をしたか、このような問題を今まで以上に
具体的に解明していくことを主眼とした。これは家永の思想の形成と展開を歴史的に解明
するということでもあって、もちろんそのためには、従来のすべての研究蓄積の上に立た
ねばならないことは言うまでもない。 
ところで、現在の研究の到達段階に即して考察してみたところでは、乗り越えるべき課
題は二つある。第一の課題は、自伝に依拠した家永理解に見られる限界を乗り越えること
である。第二の課題は、政治闘争によって歪められた家永理解を正すことである。第一の
課題についていえば、これまでの家永理解は自伝『一歴史学者の歩み』をもととし、実証
的な吟味を欠いていた。そのため、自伝の記述に矛盾のある可能性、一〇〇冊にのぼる学
問著作との関係、他に五〇以上ある自伝的文章との関係等の検討を欠いてきた。これらの
問題点を乗り越えながら研究しなくてはならない。そしてそれは次に述べる第二の課題と
も密接に関係してくる。 
そこで第二の課題について述べる。教科書裁判当時、家永は右派から時代にすり寄る「変
節漢」という人格攻撃を受け、左派は家永を守ろうとした。たしかに家永は一九五〇年代
に「変容」しているが、この政治的な争いの過程で、家永が「変容」した過程やその理由
およびその意義の解明は両方の側から研究が棚上げされたのである。当時家永思想の研究
において菊池克美の研究が果たした役割には大きなものがあったが、一方で菊池は家永の
一貫性の指摘に急で、変容や歴史的位置づけの視点は乏しいままであった。しかし家永三
郎の思想的理解を期待するならば、この点について具体的に肉付けしていくことが急務で
ある。 
本研究では、家永の一九五〇年代における「変容」を念頭に、家永の遺した諸文献、な
らびにその他周辺の文献を読み解き、それらをもとに各時期の家永の様子を、要点を絞っ
て考証的に復元する。それによって自伝を史料的に再吟味しつつ、家永三郎の歴史的思想
史的位置づけの解明を試み、家永研究を前に進めようと思う。 
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本論の構成 
本論の構成は下記の通りである。 
序 論 家永三郎研究の課題と方法 
第一章 家永三郎研究の現段階 
第二章 家永三郎研究の方法について 
第一部 家永三郎の学問と思想 
第三章 生涯の全体像の把握をめざして 
第四章 家永三郎に於ける否定の論理の発達 
第五章 家永三郎の学問方法とその変容 
第六章 天皇・天皇制観の変遷 
第二部 家永三郎の思想的実践的生涯 
第七章 思想的生涯の出発点 
第八章 史学方法論の確立へ 
第九章 民主主義精神と学問の自由認識の確立 
第一〇章 民主主義精神の試練に耐える 
第一一章 家永三郎と教科書裁判 
結論 家永三郎の歴史的意義と今後の課題 
結語 家永三郎の歴史的意義について 
補論 研究の今後の方向性について 
付録 
史料一 青年時代の家永三郎に関する史料 
史料二 民主主義精神を得ていく過程に関する史料 
付 表 東京教育大学文学部に関する年表 
参考文献一覧 
序論について 
方法論をはじめに論じるのは、家永三郎への接近手段を固めておくためである。家永三
郎はあまりにも有名であり、活動内容も現在の問題に直結しているので、どのような方向
性にせよ、誰しも何ほどかの先入見を持っている。この先入見を排除し、より正確な認識
へと到達することが本論の目標であるが、そのためには、研究がどのように進んできたか
を理解しておくとともに、今後の研究のためにはどのような手法を最低限取るべきかをあ
らかじめ考えておく必要がある。 
第一章「家永三郎研究の現段階」では、家永三郎がかつてどのように論じられてきたか、
そのなかでいかにして研究課題として自覚されてきたかを論じ、それによって現段階の家
永研究の基本方針を見出そうとする。 
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第二章「家永三郎研究の方法について」では、家永三郎研究としてあり得べからざる研
究態度の一事例を叩き台として、家永三郎の研究は最低限どのような手続きによって行わ
れなければならないかを論ずる。 
第一部について 
第一部「家永三郎の学問と思想」は、学者・思想家としての家永の姿について多様な角
度から解明するものである。家永はさまざまな学問領域に関係しただけに、ひとつの専門
的視点から切り取ることは難しい。それは同時に、家永の学問を本当の意味で理解し、批
判するためには、いくつかの特別な方法的操作が必要だということでもある。それを可能
な限り明らかにしていく。  
第三章「生涯の全体像の把握をめざして」は、家永の一〇〇冊にのぼる著書を、まずは
一望の下に収めることによって、家永の生涯の全体像を把握する第一歩を築こうとするも
のである。入手可能な限りすべての著書を、家永の諸実践を念頭に置いて読破し、『家永三
郎集』第一六巻「家永三郎著作目録」をもとに、どの著作がどこでどのように関わってい
るか、その全体像を展望したものである。 
第四章「家永三郎に於ける否定の論理の発達」は、家永三郎を理解する上での基本的な
概念である「否定の論理」が、家永の生涯のなかでどのようにして形成され、どのような
発展を遂げていったか、各時期の諸書における記述を拾い出し、文献考証から明らかにな
る限り復元していくものである。 
第五章「家永三郎の学問方法とその変容」は、家永三郎の学問方法論の展開過程の客観
的認識を目指すものである。先学が積み重ねてきた家永史学の核心部の探究を前提に、そ
れを方法論の発展の視点から見直し、そのなかで行われたさまざまな批判と比較検討して
方法上の不朽の意義を探り、また今後の課題を洗い出す。 
第六章「天皇・天皇制観の変遷」は、家永三郎が平和主義・民主主義理念との関連で日
本国憲法の意義を見出していくのと並行して、幼少期に受けた国家主義的道徳をどのよう
にして精算していったかについて、文献をもとに可能な限り考証し、またその変容にみら
れる歴史的意義について論じる。 
第二部について 
第二部「家永三郎の思想的実践的生涯」は、家永三郎がその生涯において、実践性を獲
得し、展開していく過程を理解する作業に当てられる。単に「生涯」とは言わず、「思想的
実践的」と言うのは、家永がつねに自分の頭で考え、行動に生かし続けたからである。（た
だし、真に「実践的」と言うのは、家永が実践的行動を世に示し始めた一九五〇年代初頭
であることを断っておく）。 
第七章「思想的生涯の出発点」は、これまで『一歴史学者の歩み』やその他家永自身が
提示した文献からしか知ることのできなかった家永三郎の青年時代の様子について、家永
関西大学大学院文学研究科 
12D2005 小田 直寿 
 
が提示しなかった史料を新たに見出し、それをもとに家永の自己認識の当否を再検証しよ
うとしたものである。結果として、家永自身の叙述が概ね正確であることが論証されるで
あろう。 
第八章「史学方法論の確立へ」は、家永三郎がのちにさまざまな学問領域に業績を残し、
さまざまな学問の協業を呼び起こし、教科書裁判にまでつながった家永特有の学問の方法
論を編み出されていく過程を、これまでほとんど知られていなかった東京帝国大学の学生
時代に関する家永の文献をも活用しながら、文献考証による復元を通じて解明しようとし
たものである。 
第九章「民主主義精神と学問の自由認識の確立」は、『一歴史学者の歩み』では簡単にし
か触れられていないのだが、家永三郎が本格的に平和主義・民主主義の価値を体得してい
く舞台となった一九五〇年代初頭の職場における民主運営の獲得と展開、そしてそのなか
で家永が得ていったものを、家永以外の人々の証言をも交えながら、文献的に復元し、そ
の意義を考察した。 
第一〇章「民主主義精神の試練に耐える」は、一九六三年に始まり、東京教育大学にお
ける民主化実践が一大転機を迎えた筑波大学移転問題について、さまざまな文献をもとに、
極限状況下での文学部教授会の動きと、そのなかでの家永の振る舞いを確認し、民主主義
者としての家永の精神の強度について検証する。 
第一一章「家永三郎と教科書裁判」は、自伝『一歴史学者の歩み』からは必ずしもはっ
きりとは見えてこない、教科書裁判遂行に伴うさまざまな労苦を、家永自身の折々の証言
類から拾い出し、家永がどうして裁判を遂行できたのか、またそこから見えてくる家永の
実践家としての実像を見出し、さらに世界史上における家永の歴史的位置を展望する。 
結語について 
結語として、結語「家永三郎の歴史的意義について」および補論「研究の今後の方向性
について」を論じる。結語は、本博士論文における研究を踏まえ、家永三郎の歴史的意義
がどのような点にあるかをあらためて検討するものである。また補論は、家永三郎旧蔵書
のほとんどを所蔵している南開大学家永三郎文庫での調査報告を通じて、今後の家永三郎
研究の課題と方向性を論じたものである。 
付録について 
付録として、史料一「青年時代の家永三郎に関する史料」、史料二「民主主義精神を得て
いく過程にかんする史料」、および付表「東京教育大学文学部に関する年表」を付す。第一
の付録は、第六章の付録である。第二の付録は、第六章から第七章にかかる時期の家永の
実像を文献的に跡づけたものである。付表は、第八章から第九章にかかる時期の家永の実
像を年表として整理したものである。  
以上 
